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中期中新世女川層に見られる堆積リズム
Sedimentary Rhythms in the Middle Miocene Onnagawa Formation in Northern Japan
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中新世中期から後期にかけて、層状珪質岩を主体とする地層が環太平洋域に広く出現する。アメリカ、カリフォルニ
ア州の海岸沿いに分布するモンテレー層や東北日本の女川層などがその代表例である。女川層は、”硬軟互層”と呼ばれ
る、比較的硬いポーセラナイトと比較的軟らかい珪質泥岩の互層を主体とし、平行葉理が比較的よく保存された白黒の
ポーセラナイトの細互層がその下部に見られる。女川層に見られるこうした硬軟互層や明暗互層の堆積リズムは、センチ
メートルからメートルスケールの堆積リズムを示す事が知られており、メートルスケールのリズムは、ミランコビッチサ
イクルに駆動された海水準変動に伴って変化する日本海内の水塊構造の変化を反映していると解釈されているが（Tada,
1991）、一方、センチメートルスケールの互層については、千年スケールの変動を反映する事は明らかにされているもの
の、その変動の成因や周期構造については未だ解明されていない。
そこで本研究では、女川層に刻まれる明暗互層の成因や周期構造を解明し、日本海の水塊構造の変化、そしてグロー

バルな環境変動との関連性を解明することを目指す。そのために、まず女川層の連続柱状図を作成し、微化石やサイク
ル層序から詳細な年代モデルの構築を行っている。その上で、女川層の珪質岩の化学分析を行い、シリカフラックスと
砕屑物フラックスを割り出す。各フラックスの時間変動から日本海の水塊構造について議論し、グローバルな環境変動
と比較することを計画している。
発表では、秋田県矢島町で行ったフィールド調査の結果について紹介する。
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